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多様な閲覧環境に対応する Web制作を  
支援するアプリケーション  

 

遠藤崇†1	 速水治夫†1 
 

概要：多様な閲覧環境に対応するWeb制作の手法としてレスポンシブWebデザインがある．この手法では新しく登
場する閲覧環境にも対応できる，コンテンツの更新が容易，URLが統一されるため検索ヒットに有利といった利点が
あり，注目されている．しかしその実装には 1つの HTMLファイルで複数の閲覧環境に対応するために，環境ごとに
表示確認を交互に行う手間，デザイン仕様の変更が多いといった課題がある．本研究ではこれらを解決するため，ブ

ラウザ上で複数の閲覧環境ごとに表示確認とデザインの変更を実現するアプリケーションを提案する．本アプリケー
ションは Bracketsの拡張機能として実装し，HTMLのインラインフレームと Bracketsのライブプレビュー機能を用い
て，表示確認とデザインの変更機能を実現する． 
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An Application that support Web production 
Supporting various browsing environments 

 

TAKASHI ENDO†1	 HARUO HAYAMI†1 
 

Abstract: There is a Responsive Web design as a method of Web production supporting various browsing environments. This 
method has been attention there are advantages such as can support also a newly appeared browsing environment, updating of 
contents easily, a searching hit advantageously because an URL is unified. However, its implementation has problems that labor 
to perform alternately confirmation display for each environment because supporting multiple browsing environments in a single 
HTML file, changing of design specifications often. To resolve these in this research, we propose an application that enables 
confirmation display and changing design for each browsing environment on browser. This application is implemented as an 
extension of Brackets, by using inline frame of HTML and Live Preview function of Brackets, confirmation display function and 
changing design one realize. 
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1. はじめに  

	 近年，スマートフォンやタブレットが登場し，Webサイ

トの閲覧にもよく使われるようになっている．総務省の調

査[1]によれば，平成 26 年末のインターネット利用端末の

種類は PCが 75.2%，スマートフォンが 47.1%，タブレット

が 14.8%となっている．この他にもゲーム機が 7.5%，テレ

ビが 5.0%と続いている．Webサイトの閲覧環境は多様化し

ており，制作を行う Webデザイナには多様な閲覧環境への

対応が求められている． 

	 対応する手法として 2つの手法がある．振り分け型とレ

シポンシブ Webデザインである． 

	 振り分け型は閲覧環境ごとに HTML ファイルとそれに

対応する CSS ファイルを用意する手法と，レスポンシブ

Webデザインは，HTMLファイルを 1つとし，閲覧環境ご

とに CSSファイルを用意する手法の 2つである． 

	 振り分け型は JavaScript やサーバサイドでユーザエージ

ェント情報から端末の名称や OS の名称などを基準に，用

意された HTMLファイルに移動させる． 
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	 レスポンシブ Web デザインは画面解像度などを基準に

使用する CSSを切り替えてレイアウトを変化させる．具体

的にはフルードグリッド，フルードメディア，メディアク

エリの 3つの構成要素を用いて実装する[2]． 

	 フルードグリッドはレイアウトのガイドラインであるグ

リッドの幅を可変にし，画面の幅に応じてレイアウトの幅

が変化するようにする．フルードメディアは，画像や動画

などのメディアの幅と高さを可変にし，画面の幅に応じて

メディアの幅と高さが変化するようにする．メディアクエ

リは画面解像度などの情報により使用する CSS を分岐す

る． 

	 レスポンシブ Web デザインは振り分け型と比較した場

合に次の利点がある[3]． 

! 端末や OS に依存しないため，新しく登場する閲覧

環境にも対応できる 

! HTML ファイルは 1 つであるため，コンテンツの更

新が容易 

! CMSのテンプレートも 1つで済む 

! URLが統一されるため，検索ヒットなどに有利 

	 一方で，1つの HTMLファイルで複数の閲覧環境に対応
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Figure 1 Flow and Composition of the Application. 
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Figure 2 Display confirmation page. 
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Figure 3 HTML structure. 
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Figure 4 Display examples. 
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Figure 5 Selectors and Properties List. 
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Figure 6 Display examples after specification changed. 
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測した．計測は各自のスマートフォンのストップフォッチ

アプリケーションを使用した． 

	 すべての実装が終了した後，アンケート評価を行った．

質問項目は 5段階評価が次の 2項目である． 

! 以前の手法と比べて， 

表示の確認は使いやすくなりましたか 

! 以前の手法と比べて， 

CSSの柔軟な変更は使いやすくなりましたか 

自由記述の項目は次の 2項目である． 

! 表示の確認について，使いやすかった理由， 

使いにくかった理由は何ですか 

! CSSの柔軟な変更について，使いやすかった理由， 

使いにくかった理由は何ですか 

 

3.2 結果  

	 以降，各被験者を A，B，Cで表す．被験者 A，Bは「提

案」，「普段」の順で実装を行い，被験者 Cは「普段」，「提

案」の順で行っている．また，「普段」の表示確認の方法は，

被験者 Aはブラウザの開発ツールを用い，被験者 B，Cは

ブラウザウィンドウのリサイズを用いた．普段から

Bracketsを使用しているのは被験者 Aの 1名である． 

	 被験者 Cはブラウザの開発ツールを使おうとして失敗し

たため，「提案（制作）」の時間が増えている．そのため後

日，全員が再度実装を行った． 

	 表 1に 1回目の被験者ごとの作業時間，表 2に 2回目の

作業時間を示す．表中の数字は分，秒を表している． 

 

表 1	 1回目の被験者の作業時間 

Table 1	 Working time of subjects for first time. 

被験者 A B C 

普段（制作） 10’ 43” 13’ 25” 15’ 46” 

提案（制作） 08’ 37” 16’ 09” 08’ 31” 

普段（修正） 02’ 11” 02’ 54” 07’ 45” 

提案（修正） 01’ 46” 02’ 55” 01’ 15” 

 

表 2	 2回目の被験者の作業時間 

Table 2	 Working time of subjects for second time. 

被験者 A B C 

普段（制作） 08’ 12” 11’ 50” 06’ 49” 

提案（制作） 07’ 17” 08’ 15” 05’ 45” 

普段（修正） 01’ 43” 01’ 05” 01’ 04” 

提案（修正） 01’ 40” 01’ 02” 01’ 12” 

 

	 表 3に作業時間の平均と差を示す．差は「制作」と「修

正」それぞれについて「普段」から「提案」を引いたもの

である．すなわち提案アプリケーションの使用により削減

された時間である． 

表 3	 被験者の作業時間平均と差 

Table 3	 Working time Average and Difference of subjects. 

 1回目（Cを除く） 2回目 

平均 差 平均 差 

普段（制作） 12’ 04” 
-00’ 19” 

08’ 57” 
01’ 51” 

提案（制作） 12’ 23” 07’ 06” 

普段（修正） 02’ 23” 
-00’ 12” 

01’ 17” 
-00’ 01” 

提案（修正） 02’ 20” 01’ 18” 

 

	 表 4 はアンケート評価のうち，5 段階で尋ねた項目の回

答である．表中の数字は評価値を表している． 

 

表 4	 アンケート評価の回答 

Table 4	 Answer of evaluation questionnaire. 

被験者 A B C 平均 

表示確認 5 4 4 4.33 

CSSの編集 5 4 3 4.00 

 

	 表示確認が使いやすい理由を尋ねた項目には次の回答が

あった． 

A) 解像度を何度も指定せずとも 2 つの確認を瞬時にで

きるため 

B) タブで気軽に設定したサイズに切り替えられるから 

C) 手動でサイズを変えるよりは楽な気がする 

	 CSSの編集が使いやすい理由を尋ねた項目には次の回答

があった． 

A) 確認が瞬時にできるため、すぐに CSSが正しいかわ

かる 

B) 適用すべきスタイルとそうでないスタイルを複数の

画面で見比べながら作るのが楽だったから 

C) 今回の実験で、いろいろなウィンドウサイズを見な

がら CSS を調整する場面が少なく，あまり活用でき

なかったように感じた 

 

3.3 考察  
	 評価実験の結果から，提案アプリケーションの有効性を

確認することができた． 

	 作業時間において 2回目の差は，「制作」については約 2

分短縮している．「修正」については「普段」が有利な被験

者が 3 名中 2 名いる中で，1 秒の増加にとどまっている．

また，被験者 Cを除いた 1回目の差は「普段」が有利な被

験者が 2名中 2名である中で，「制作」，「実装」とも 20秒

以内の増加にとどまっている．提案アプリケーションを用

いた実装方法により，表示確認と CSSの編集にかかる作業

時間を短縮することができたと言える． 

	 1回目と 2回目の平均を比較すると 4通りとも，2回目は

1回目よりも短縮されている．特に「普段（制作）」は 3分
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程度の短縮であるのに対し「提案（制作）」は 5分以上短縮

されている．1 回目と 2 回目では各方法に対する習熟度が

変化しており，表示確認について提案アプリケーションは

習熟がしやすいと言える．このため作業時間の短縮につな

がったと考えられる． 

	 アンケート評価においては，表示確認については全員が

使いやすい理由として手間を削減できたことを回答してい

る．CSSの編集については 2名が使いやすい理由として仕

様変更に対応しやすいことを回答している．被験者 Cは複

数の表示確認をしながら CSS の編集をする場面が少ない

と回答している． 

	 「制作」の際には 2通りのレイアウトを同時に実装して

おり，それぞれ交互に表示確認する必要があるため，複数

の表示確認は有効であった．しかし「修正」の際には 1通

りのレイアウトを実装しており，表示確認は修正対象の閲

覧環境のみで，他の閲覧環境の表示確認は修正によって影

響を受けていないか確認するにとどまる．そのため，複数

の表示確認をしながら CSS の編集をする場面が少なくな

っており，2 通り以上レイアウトの修正を行う際には有効

であると考えられる． 

	 以上のことから本アプリケーションを用いることで表示

確認の時間の削減と，仕様変更に柔軟に対応できる CSSの

編集が実現できたと考える． 

 

4. おわりに  

	 レスポンシブ Webデザインの持つ，閲覧環境ごとに表示

確認を行う手間があることや，デザイン仕様の変更が多い

といった課題を解決するために，本研究ではブラウザ上で

閲覧環境ごとに表示確認とデザインの変更を実現するアプ

リケーションを提案した．評価実験では普段からレスポン

シブ Web デザインによる Web 制作を行っている人に使っ

てもらい，課題が解決されていることを確認できた． 

	 今後の課題として Brackets以外でも使用できるようにす

るため，他のエディタ向けの拡張機能作成を考えている． 
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